







の 氷 海 か ら ヘ リ コ ソ.ター2機 を 発 進 させ,無 人 の 昭 和 底
地 に 隊 員 を 送 っ た.第2次 隊 の 失 敗 に.:〔)1年 出1閉鎖 さ
れ て い1こ基 地 の 建 物 そ の もの;よ健 仁 て..おつ た が,屋:内 は
約1mの 氷 で 理 り 第L次 隊 が 空 箱 で 作 っ た 仮 設 通 路 は ヒ
㍍ を逼 り て 通.}1る位 の;:京間 を 残1.....て氷 が ・杯 つ ま っ て い
∴三程 だ ・,た.[i/[旗と 白 癩 中 尉 が 南 極 に 掲 げ た 旗 を1匡t線・}{
一 シ に 掲}:LYし,作 業;よ先 ず 　ttソル ハ シtt　作 業 か ・1)始芝 っ
労 働 」、〔;準法 力 通 月1し な い 南 極 で.は,終 日 の 明 る み の 中
のL'.塒.llU労.:1鷲,.二体 力 ヒの 戦 いti,　II馳問 題 コ}i.1っ1こJUi[1
で ひ と..ヒ.きの:.Eどう.ノ人を と る と,ま.iこ ッ ル … ン を 握 ∠・.
そ の 闘 に ヘ リ:tフ.タ・一が 飛 ん で 煮 る,1.li・1;;Fしに 駈 げ 寄
る.ヘ リ11〈一 トカ、ら1トL!-」也 ま で は 人 ゲ:)"Fiに.とる1.h、な い.
運 び 終 る と ま ∴ニツ ル ハ シ..こ く も ま あ 続.一た もの だ.「女
仁 の 場 所1汚 りし.1寝込 ん.でい.1こノく㌫ ゴ・、 と き に.・..v.り.:一
ド..ご11」こきij≡1↓こ㍉21.商虫)kゾ)たこノノ.]'.t'9」IEiE、ね.;こ,t.:っr:[セう.二
ん.」.こに ・'/J1,,1,『:i.〔'il業ぶ で き'、/..二の も　tt　タ:",ジ 「ジ 層の 発 見 が
隊i!に お お き な 励 ま し に な っ た ノ1二め だ.
へ1;,1.ノ..ヌー 1品 機;ヅ 獅 也 .上空200m鱈 こ さ:...か.'1",
ノニと き び)こ ヒ∴三、,,tf!Sりく ヒ:こ2つ び}.l!lt∴'e/t')tt動こ・.・TL・ζ」ゾ):こ
'
くしヅ(・i1いた.何 だ ろ ・)"t'そ う た ノこだ ヒ ・同 はttも わ ず
1:ll.び山 を1):ド.t':.着F忙し ㌻ 堪 地 ゾ.)ヨ三1勿ゾ)近 く に1ヒち]/一.)
て 祀 る.ヒ.人 の.1「テ位 に も な/1}真黒 な 大.1'1,.tc犬が 一頭 二 ら
∴ を ジ ワ と[1つ め..:㌧・る.10m位.k.:.亘'..i','.:な.'二.1:何
ん と な く怖 し い,南 極 ま で 来 て ノくに 噛 ま れ て1.Lたま ら な
_'.三./瞬.〉こL:!『.}..、『こ _、な 一',1芽∫1:'iこ;;家.こ.."11t|.多L1(ti'1/ソノ}くi「索
隊itが 近 付 く ゴ}「1〔.そう[:]」こ尾 を 凸ミつ.:寄 っ て き1.二.も
う1蹟:.tヘ リ　ttフタ ー のi」「に 驚 い て.岩山 の 方 ・・逃:.1,.㌔が
IIUもt:く,i'(ytゾ)三重 く'.＼',k,f-).:き.'三、 』ヒト}:;家ltンリ.1:11、;..:.;f
.}.{がタ ロ,ジ ロ とわ か ・.ttL.厳し い 昭 和llJ也び)1年Wζ
生 き ぬ い た 犬 に な ら っ て 我 々 も1年 間 の 越 冬 生 活 を 過 ご
そ う と誓 い 合 い　ttタLコ.ジliの 自 前 精 神 『:'{i.こヅ'か 第
31欠「三栄ぴ)合Fi'葉}こな つ1こ.





隊 長 の}11に八 つ た ミ)しい の で.一樽 を 献1二1.はこ.El|速晩 酌
乙「)こ:1う・'tこ;二、t;り.'.二らi....・L二,[1夏を.二」)し.㌧とtt・㌧↑VS.巖}も
人 「.,ない 〃)『ご.浅々!)'i't'iikナる こ と に し た.
..1た,孜々 が 　ttア1樹ビ ヒ称 し 、i二空 箱 ∩1りの1遍路1こ1よ
午.魚肉.㍗ 肉 の 箱 詰..・・協.改 々 と現 わ.}.して ぎ1.こ.米誌 め に
な.ジ:∴ ヒい た も の 〃),2年 以lt放 置 し て あ っ た もの が 食
片1:こ適 す る か}二「・)i/・判.㌧な い.生 命iこ嬰1す る ・/.1りの .責に
を も た な:;.],.し1㌃な1)な いflラ}}こと ・、.C検.杳器 具 を 斗.芋た,生
:.・今 でlt∵ う すtl)こtち..:.きな.,t..'.二だ 視 覚 と嗅 覚1こ.l!L'i
る.:㌦川:万 が な い.,C(,.肉:よ・・」良 く てklt[iが変 色 し て い
∴二の て.,;こ力 餅 に グ、い トば,　illllkJ、.:居り 文っ て い な.:;そう
な ゾ).ご.`と!1]三軍 ノ)∴「Ui.:ま員.ヒM.識し..:}[:『ギ' カ ツ レ ツ":こ
揚l　f.てノ.ぺ㍍ 武fい.て ノパ ニが 何..二も な:'/'そう な ソ.)で食 膳 に




































国立極地研究所発行 〒173東 京 都 板 橋 区 加 賀1-9.-10・糞1(03)962-.4711(代表)



















れよく酒 と羊奨が取 り引きされた.ま た,輸 送された酒





































上車の上で1日 中踊 りながら見張 りをしなければならな







にパ ドルから石油缶2個 陶40』の水を背負って毎 日数往





第1次 隊に初越冬の誇 りがあるとすれば,第3次 隊は










































































































昭 和),Lj也の 夜 空 に か か るマ ジ=ラ ン大 ・「上JI1雲
2.超 高 層 観 測 部 門
人1二衛 星 テ レ メ トリー受 信装 置 に よ る超 高層 観 測 は,
第17次隊 の 最1窪点綴 温r]項目の 一 つ で あ り,後 述 す る ロ ケ
ッ ト観測,み ず ほ観 測 拠 点 の観 測 と と もに,我 々が 最 も
そ の 観測 成 功 に 努 力 を 傾 注 した項 目であ る.そ の設 置 は
空 輸 開 始 と と もに 開 始 され,2月1ゾ リに は ア ン テ ナ の組
立 て と受 信 機 器 の室 内 設 置が 終 了し,3月 中hlまで 調 幣
を 行 っ た.一 ・方2月26日 よ り電 離 層 観 測 衛 星ISIS-
1;;'・2号の受 信 テ ス トを開 始 し,4月5ilよ リル ー チ
ン観 測態 勢 に 入 っ た.気 象衛 星NOAA-35i'・4Y]'・
5.1]'の受 信 も4]]1日 よ りル ー チ ン観 測 に 入 り,昭 和52
年2月1日,第18次 隊 に 引 き継 ぐまで 順 調 に 観9〔ilを続 け
る こ とが で き た 。第17次隊 で 観 測f延 した 衛 星は 上 記 の
2師,5個 で.ISISかF)1よVLF広 帯 域 「[然電 波 と
電 離 層 トッフサ イ ドサ ウ ン ダ ーの デ ー タを,4,5,6月
は週2～3軌 道,そ の 後 なれ るに 従 って そ の 数 を 増 し,
10月以 後 は 毎 日2軌 道 の ペ ー ス で 観 測 し続:ナた,ま た.
ロ ケ ッ ト打 ちllげ時 にば 特 別 に1日 数 軌 道 の増 軌 道 を 依
頼 し,ほ ぼ 完 全 に受 拮 を 行 うこ とが で きた.こ の よ うに
科学 衛 星 に よ っ て超 高1曽の 直 接 観 測[」デ ー タ を昭 和基 地 に
お い て定 期 的 に 取 得 で き る よ うに な った こ とは.日 本 観
測 隊 と して 始 め て の 試 み で あ り,南 極地 域 の超 高層 研究
に 飛 躍 的 な 進 歩 を もた らす もの と,・ 同張 り切 っ て観 測
には げ ん だ.そ の 観 測 は 計358軌 道 に達 し,デ ー タ は 計
140巻の 磁 気 テ ー プに収 め られ て持 ち帰 り.現 「】三解 析 中
で あ る.
気 象衛 星NOAAに よ る観 測 は,南 極 大 陸 及 び そ の周
辺地 域 の地 表 面か ら 放射 され る赤 外 線 の 放 身・tI,1:分布 の リ
モ ー トセ ン シ ン グ観 測 を 行 うもの で,越 冬 期 川 中 の 大 部
分1日2回 の デ ー タ取 得 が で き た.そ の 結 果 期 間 中 に1日'
490軌道の 受 信 に成 功 し,デ ー タ:よ264巻の 磁 気 テ ー 『ノ
に収 め られ て現 在解 析 中 で あ るが,現 地 に お い て 赤 外 線
放射 吐 を地 表温 度 学こ変 換 し,南 極 大 陸 全域 の 地 表面 分 布
を測 定 す る こ とが で き た.こ れ に よ って 今 後 南 極 地 域 の
気 象研 究,ブ リザ ー ド発 生 機 構 の 研 究 な どに 大 き な進 歩
が 期待 さオtる.
ロケ ッ ト部門 は,夏 期i川中 に 第14次隊 以 後 休[i二し てい
た 施設 を再 開 し,S-210JA-22}1'機,及び 今 回 初め て
南 極 に持 ち込 ん だS-3LOJA-1)」'機 の 打 ち 仁.ドhtf成
功 した.4月 中iuみず ほ 秋 旅行 隊 力二出 発 し.基 地 観 測 も
軌 道 に 乗 るの を ま って,4月20」|よ り準 備 に 入 り6月5
日午 前2時40分(現 地 時間)越 冬 最 初のS-210JA20
1」'uaを打 ち1:げた.こ の打 ち 上 げ はISIS-2号 ・1
号 が 相 次 いで 上空 を 通 過 す る時 間 に 合 わせ て 打 ち 上 げ.
オ ー ロ ラ活 動 も同 時 に ブ レー ク ア ップを 開 始 して 全 天 に
拡 が り,天 候 も辛い に 良 好 で,昭 和 」似也.み ず ほ 両 点 の
地 ヒ観 測 も順 調 に 行 わ れ,南 極 史1:初の超 高.1,;.1、1':体固IFIi「
観 測 に 成 功 す る こ とが で きた.そ の 後,7月26[1年 前3
時.23分にJA21号 機,8」]17日午 前2時54分 にJA24VJ.
機.9月1日 午 前3「時1分 にJA25LJ-ue,9)113日ノ[:r][∫
7時31分にJA23号 機 を 打 ち 上}.斉た.す べ て の ロ ケ ッ ト
の飛 翔 ・観 測 器 の 動 作 は[仁常 で あ った.こ の うち7刀26
H,9月13日 は 人 工 衛 星 との 同時 打 ち 上 げ に 成 功 し,都
合3回 の 超 高 層 、1(体固 「lll観測 を行 つ、セ.
昭 和 基 地 の 地 」二観測 は,オ ー ロラTVと 掃 大 形 フ ォ ト
メー タを 新 たに 設 置 して4月 .ヒ旬か ら観 測 に 入 る と と も
に,第17次 隊 で 設i配したVLF電 波 入射 方 「11]探知装 置 も
6月 に 入 って 調 整 を終 り,観 測 を 開 始 し た,人 気 球 実 験
は12月12目打'ち1二げ,12時 間 デ ー タ が受 信で き た.
オ ・・Ttラ と 人.1二衛 県 テ レ メ ー タ ア ン テ ナ
一4.一
人 工 衛 星 受 信 状 況
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ス1ンダ VLF ミス 朝 夜 朝i夜 朝 夜
1976 1 1
4月 1 [22 2 1 26 30
5月 加 3 22 30
6月 6 8 1 6 7 1 24 四
7月 6 5 2 12 12 2 1 1 24 30
8月 11 13 2 9 10 2 15 31
9月 12 9 2 12 22 4 1 2 28 28
.
10月13 4 2 11 3 2 26 15 16
11月 4 7 25 20 1 8 30
112月5 14 3 21 18 2 10 5 31
1977
い 月.
20 4 22 1 3 5 20











KVA発 電機の新設.在 来の施設の整備を行った.特 に
建物内の暖房は,発 電機エンジンの冷却水による温水暖
房方式に改善を行った結果,非 常な好結果を得た,み ず




































帰投した.滞 在期間中の隊員は,い ずれ も健康等に異常


































マラジョージナや基地に向うソビエ ト機で,強 い 東 風
















































進み,ふ じ周辺において,うね りの進入,氷 山の移動も
みられた.1月20日には氷盤が割れてきたためふ じの移


















点項 目としている.こ の他,基 地における各種定常観測
は勿論のこと,気象,雪 氷 ・医学 ・地理の研究観測も行
われる.超 高層物理観測 としては,ロ ケット・バルーン
観測.人 工衛星テレメ トリー観測,昭 和基地及びみずほ
6一
極 地 研 ニ ュ ー ス



































ナソグル島,ス カルブスネス,ラ ングボブデ,ス カーレ
ンの調査が行われ,実 働調査日数は28日間であった.な















ス トは,矢 吹氏を中心 として行われ,貴 重な試走資料を
得 ることができた.
(筆者:国 分 征 第18次副隊長,東京大学理学部助教授)





スコ ・オレゴ氏と,パ タゴニア研究所長マテオ ・マルチ
ニック氏がコンビーナーとなって開かれたもので,南 極

















資源の開発.4)南 極開発における鉱物と炭 化 水 素,
5)南極開発の要因としての輸送と観光,6)南 極開発
と環境,7)南 極開発のための国際協力,の7つ のセ ッ
ションに分けて行われた.こ のほかに水資源についての










極 地 研 ニ ュ ー ス






















































学 ・地形学 ・土壌学 ・水文学を一つの集まりとして,新
しい研究 ・教育上のユニットにすると張切る方もいる.
こうした諸大学や,我 が極地研をも含めた研究所などの
研究体制は別として,南 極観測では,地質 ・地理 ・雪氷
あるいは地震 というように区分された部門が"地学"と
呼ばれてきた.筆 者の担当部門はある年には"地 理"で














































いった自然条件に左右 されることの大きいこ とで あ ろ
う.それでもヘ リの運用,大 型雪上車の開発,航 空機利





























































ビセット中わずかに船尾に氷の隙間ができた 時 を 狙 っ
て,採泥が行われたり,氷上での重力測定やポーリング



































第4次 観測隊は,幸 いソ連のオ ビ号が,昭 和基地を ミ
ールヌイーラザレフ両基地間の飛行機の中継基地として
使 うため,燃 料を送っておきたいとい うことで,最 初の
氷海進入のとき,オ ビ号と氷海中で会合してその後を追
う形で,昭 和基地に近づ くことができた.3回 の氷海進
入一空輸と,2回の片道雪上車輸送で,154tにのぼる物
資が輸送され,実 質は第1次 観測のときの輸送量を上ま




夏の調査では,大 型ヘ リも利用され,と くに基準点測
量にカが注がれた.3名 の測地隊員によって.は じめて
テルロメーターが測距に使用 され,オ ングル諸島や対岸




















































霧二謬 篁三護 き 「.内.、
自瀬 氷河 に流速測定 の旗 を立 てる
第5次 観 測 隊 は,内 陸 調 査 旅 行 ル ー トを 一気 に75°S
へ と延 ば した.こ れ は,来 るべ き極 点 旅 行 へ の足 固 め と
して 重 要 な 意義 を も った.ま た,初 め て ウ ォル ドン 重力
.10












第5次 の夏,氷 状の良さにも助けられ,空 輸は極めて
順調で,ヘ リ運用の余裕が大きくリュツォホルム湾沿岸
の偵察 ・目視観測,あ るいはオラフ海岸の測量 ・予備調





















第6次 観測隊は,中 断のための戸締 りが大きな仕事で
あったが.夏 期観測として航空写真の38°E～45°Eの完
成,基 準点測量,それに振子による重力測定一重力基準
点の設置,そ れに付随 して行われた地球化学,地 形等の
調査などが地学関係の仕事として実施された.こ のとき















観 測 報 告
人 工 衛 星 テ レ メ ト リー:3月IS[S1,2号 計17軌
道(サ ウ ン ダ ー9,VLF,5欠 測3),NOAA4.
5号 計33軌道,4月ISIS1,　 2号 計16軌道(サ ウ ン
ダー,VLF8,欠 測1),NOAA4,5号 計33軌道.
ロ ケ ッ ト:3月27日06時55分30秒(LT),ロ ケ ッ ト
S-210JA28号 機 を打 ち上 げ151秒 に 最 高到 達 高 度
106.4㎞に 達 した.4月11日,08時00分20秒(LT),ロ
ケ ッ トS-210JA26号機 を打 ち 上 げ155秒に 最 高到 達 高
度105.1㎞に達 し飛 翔.観 測 共 に 成 功 で あ った.
み ず ほ観 測 拠 点:3月1日,極 光 用TV及 び 目視 ナ 一
口 ラ観 測 を開 始 した.
無 人 観 測 点:調 査 旅 行 隊5名 は,4月16日,無 人 観 測
点A、 の点 検,み ず ほ 観 測 拠 点 の 物 資 補 給.人 員交 代 及
び無 人 観 測 点As建 設の ため 昭 和 基 地 を 出発,と っっ き
岬 を経 由 して 見 返 り台 到 着,こ こで 旅 行 準 備 を 行 った.
20日,KC20雪 上 車26号,KC40雪 上 車28号,KD60雪
上 車7,9号,楓8台(物 資18.7t)で見返 り台 を 出発
し.4月23日 に無 人 観測 点A、 に到 着 し た とこ ろ観 測 小
屋 の崩 壊 を 発 見 した.原 因 は.2月15日頃,電 池 か ら発 生
した 水 素 ガス の 爆 発 と推 定 され る.な お,1部 の 計器 は
使 用 可 能 の 見 込 み で あ る,旅 行隊 は 事後 処理 の後.A、
点 を出 発 し30日,17時20分み ず ほ観 測 拠 点 に到 着 した.
A、点 の観 測 小 屋再 建 に は無 人 観 測 点A8の 器 材 を 用 い る
こ と とし,昭 和 基 地 とみ ず ほ 観 測拠 点 旅 行 隊 で 具 体 案 を
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極 地 研 ニ ュ ー ス
昭 和 基 地 月 別 気 象 資 料(Syowa　 Station　Monthly　Climatologlcal　Data)
平 均 気 温(Mean　temp,)　(°C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.　 temp,)　(°C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　leve})　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(皿/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,　10-min.　men)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　 sky　cover)　(1/10)
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ナ ニックス川か らバ ンダ湖への流量
観 測のために作 られた ダム(
ロス 島 か らマ クマ ー ド入江 を 隔 て た 南極 大 陸 側 に ドラ
イ バ レー(乾 い た 谷)と 呼 ば れ る4COOkm2の無 ㍗ 地 帯 が
あ る.西 側 の 南 極横 断 山 脈 か ら東 に 向い,北 か ら ピ ク ト
ミ リア 谷,ラ イ ト谷,テ イ ラー 谷 と大 ぎな 谷 が 並 ん で い
る.谷 の底 の 標 高 は0～500m,周 辺 の 山 々 は1500～2500
mで'ある.ラ イ ト谷 や ビ ク トリア 谷 の 下 流 は,ウ ィ ル ソ
ン山 麓 氷 河 に よ り塞 が れ て い る.周 囲 の 山 々 に は 山 岳 氷
～∨ ～.－AΨ
河 が あ り,ド ライ バ レー の 谷 々 に流 れ 落 ち て い る.こ れ
ら山 岳 氷 河 の末 端 は 水爆 や 氷 舌 を 形 成 し て い るが,谷 の
面壁 の 中 腹 で 消 え て しま う.谷 の 中 は それ だ け 乾燥 して
い る の だ.`
この 谷 を歩 い て い る と,時 々あ ざ ら しの ミイ ラに ぶ っ
か る.海 岸 か ら数t'キロ メー トル も入 っ た所 まで,ど う
して や っ て きた の で あ ろ うか.諸 説 は あ るが まだ定 説 は
ない よ うで あ る.⊆
ドライ バ レー の 中心 は ラ イ ト谷 の バ ン ダ湖 で あ る.こ
の 湖 畔 に は ニ ュー ジ ー ラ ン ドが バ ン ダ基 地 を連 殺 し てあ
り,文 字通 りの オ ア シ ス の役 目をは た して い る.ラ イ ト
谷 に は 夏 の間 下流 の ウィ ル ソ ン山 麓 氷 河 か ら上 流 の バ ン 〉
ダ湖 に流 れ 込 む 大 きな 川 が で き る,オ ニ ックス川 と呼 ば
れ る こ の川e±」・'ti辺の氷 河 の 融 水easめ ・ バ ン 燗1を 齢{
して い る.12月..ドliJから1月 初 旬に か け て は111数.トト
ンの 水 が バ ン ダ湖 に 流 れ 込む,ラ イ イ ト谷 も この時 ばか
》
りは ドライバレーでなくなる.
パンダ湖の西側,約IOkmの所にドンファン池がある.t
塩分が濃縮 された水で,池の水にぬれた靴はまたた く間
に白い結晶が生ずる.こ こで日本隊が発見した新鉱物が
南極石である.
南極大陸の中に何故このような無雪1世帯ができたのか
は,十 分に解明されていない,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 '　 vA
12
